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マ「そ判明すで笠：ゲ

す
ば
ら
し
い
秋
晴
れ
と
な
つ
だ
叩
月
忽

目
、
第
包
囲
町
民
体
育
祭
ガ
町
民
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
走
。

町
で
一
番
大
き
な
こ
の
体
育
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
約
3
0
0
0人
ガ
参
加
、
2
年
に
一

度
の
ピ
ッ
ク
怠
祭
典
を
楽
し
み
ま
し
定
。

競
技
は
、
親
子
協
力
継
定
を
皮
切
り
に
、

障
害
物
継
定
、
大
な
わ
と
び
、
戸
ベ
ツ
ク

キ
ッ
ク
、
そ
し
て
年
齢
別
リ
レ
ー
な
ど
り

種
目
ガ
行
わ
れ
、
叡
声
と
笑
い
が
渦
巻
く

な
か、

そ
れ
ぞ
れ
巴
熱
の
入
つ
定
戦
い
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

な
お
結
果
は
、
接
戦
の
末
、
前
回
に
続
き

大
家
庄
地
区
ガ
優
勝
を
果
た
し
ま
し
だ
。
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一般会計歳入〔図ー1〕決算報告昭和63年度
歳出の内容を「健康・生きがいと文化のまちづくり」

「快適で住みよいまちづくり」「活気と魅力に満ちたま

ちづくりJ 「行政の推進」に分類し，主なものを列挙す

ると次のようになります。

その他
5fl8.571万円
(11.7%) 

歳入 50億2,093万円

歳出 48億4,463万円

h 健康・生きがいと文化のまちづくりに ] 

地方交付税
14億754万円
(28.0%) 

国 .l慕支出会
8t意495万円
(16 0%) 

一
般
会
計
決
算

昭
和
白
年
度
の

一
般
会
計
決
算

傾
は
、
歳
入
総
額
5
0
億

2
、
0

9
3
万
円
、
歳
出
総
額
4
8
偲
4、

4
6
3
万
同
で
、
差
し
引
き
1
億

7
、
6
3
0
万
円
と
な
り
、
こ
の

差
引
残
金
は
平
成
元
年
度
に
繰
り

越
さ
れ
ま
す
。

歳

入

の

状

況

図
1
1
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
歳

入
つ
ま
り
町
に
入
っ
て
き
た
お
金

で
す
。
前
年
度
に
比
べ
4
憶

4
9

2
万
円
（
8
・
8
%
）
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
主
な
要
因
は
、

国
税
三
税
、
特
に
法
人
税
等
の
伸

グヘ~ 

く
の
支
出
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
性
質
別
で
は
図
｜
2

と
性
質
別
歳
出
構
成
比
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
投
資
的
経
費
は
、
公
営

住
宅
建
設
事
業
、
町
道
泊
桜
問
線

道
路
改
良
事
業
、
無
雪
害
街
づ
く

り
事
業
、
農
道
林
道
整
備
事
業
、

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
整
備
事

業
な
ど
の
各
種
建
設
事
業
や
災
害

復
旧
事
業
で
1
4
憶
8
、
9
5
4

万
円
（対
前
年
度
比
6
・
o
%
増
）
、

全
体
の
3
0
・
8
%
に
な
り
ま
し

た。
さ
ら
に
、
義
務
的
経
費
は
、
人

件
費
、
扶
助
費

（生
活

・
医
療

・

教
育
扶
助
）、公
債
費
（
町
債
の
償

健康増進対策費………・・…・……・・…ー… …・2,693万円

老人福祉費・・………・・・・・・……………………・ 1,549万円

保育所運営費・....''''''' ' ...................... ・3｛意9,954万円

小中学校運営費・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・2倍：5,880万円

青年 ・婦人 ・児童クラブ各種活動費…・・・・・….740万円

文化財保護費・・・・…………・・…・…………・・・・・・・・ 4487; 同

体育振興事業費…・・…ー・……ー・…………・… 1,097万円

快適で住みよいまちづくりに ] 

道路新設改良事業費－－……・ …………... 3億2,901万円

都市計画事業費・・・・・・・…・……・・……ー…・・…・ 6,159Jj円

無雪害街づくり事業費一・……・・…………・・・・8,414万円

災害復旧事業費一 ・……・・・…・・・・・・……・・・・・・ 1,056万円

住宅対策事業費・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・3{l':2,004Ji円

河川・ 治山事業費・・・・・・・・・・・・・・................. 1, 930万問

清掃事業費等…・・・ …… …一一－－－－一一……… 7,557万円
）内は一人当たりの金額

(4万 942円）
(4万5,632同）
( 952円）
( 4,067円）
( 3,886円）
( 148円）
( 506円）
( 620円）

7億5,641/J円
8億4,305万円

1,760万円
7,515万円

7' 181万同
275万円
937万同

1,147万円

町税の内訳（

－町民税
・固定資産税
．軽自動車税
．町たばこ消費税
．電気税

・特別土地保有税
．入湯税

• 7.1<.利地益税

び
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
増
と
公

営
住
宅
建
設
、
町
通
泊
桜
町
線
道

路
改
良
事
業
な
ど
の
同

・
県
支
出

金
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

成
人
の
中
で
一
番
多
い
の
が
町

税
の
1
7
億

8
、
7
6
1
万
円
（対

前
年
度
比
2
・
0
%
増
）
で
、
次

い
で
地
方
交
付
税
が
1
4
億

7

5

4
万
円
（
対
前
年
度
比
1
7

・
7

%
増
）
、国

・
県
支
出
金
が
8
億

4

9
5
万
問
（
対
前
年
度
比
1
1
・

5
%
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

歳

出

の

状

況

歳
出
で
は
、
目
的
別
に
み
る
と
、

土
木
費
、
農
林
水
産
業
費
、
総
務

費
、
民
生
費
、
衛
生
費
の
順
で
多

で
1
9
億

5
、

還
金
）

円
、
全
体
の
4
0
・
4
%
、
そ
の

他
は
、
維
持
補
修
費
、
補
助
費
、

物
件
費
、
積
立
金
な
ど
で
1
3
億

9
、
6
7
8
万
円
、
全
体
の
2
8
・

8
%
と
な
り
ま
し
た
。
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活気と魅力に満ちたまちづくりに ］ 
農地 ・農道整備事業費……………………… 3億47万円

農村総合務備事業費…ー…………ー…・…ー 3,543万円

林道事業費………… …・…………一一…・・l億l,157万円

山村振興事業費………………・……・……… 6,281万円

水産謝辰興事業費…・…・…………ー…ー… 2,249万円

商工業振興事業費…・…・…………………一 7,761万円

観光事業費……………一一一一…・H ・H ・－－－…・ 4,271 JJFCJ 

－
昭
和

m・年
度
決
算
報
告
。

性質別歳出〔図ー2〕

内訳

使用料・手数料 5.775万円

繰越金 1億9.324万円

昭和63年度の決算がまとまりました。 町政 その他 3億3.472万円

は，皆さんから納めていただく税金や国から

の地方受付税などを財源として運営されてい

ます。ここでは一般会計を中l山に紹介します。

議会費、③

品
総務費＼13.0%

地61:意3,049万円

戸 、労働費③

詔3,771万円

農林水、 川

産業費、）

、
7f意5,538万円

［行政の推進に J 

友明都市事業費・・・……一一一…ー………・・・・・・・…・・・50万円

0 A化推進事業費・・・………・・・・・………..........143万円

広域行政費……一－－－－…・・・・・ー・・・・・・・…………・9, 531/j円

公債費…・・・・・……・・……・ー…・・ 一－……3{8'.8,483万円

歳 入 歳 出 差 i:J I 
国 保 会 言十 81,219 79,092 2, 127 
老人保健医療会計 150,793 149,771 1,022 
診療 所 会 計 6,967 5,088 1,879 
簡 易 水 道会計 14,842 14,726 116 
用 水 ~ 、 計 501 442 59 
奨学資金会計 119 110 9 
保 健 文 化 賞 会 計 52 6 46 
用 地 取得会計 1,476 416 1,060 

5億6,335万円
（万円）計ふ

宮~IJ 特
51：意5,026万円

⑦は含める割合48億4~463万円〉・一般会計目的別歳出待出総額

人件費
14億5.911万円
(30.1%) 

H意6,116万円 8億6,748万円11億3,978万円

消防費＼③

崎、
教育費

、 I~

4億3,869万円5億9,016万円

四一一一誠一一

企業会計（泊病院）
歳 入 ｜歳出

215,4471 213,777 
13, 437 I 19 , 048 

228. 884 I 232 , 82s 
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刻~、

..「近くにもマラソンやトライ戸スロンの
大会ガあればいいですt)Jと祢さん

走
る
哲
人
ラ
ン
ナ
ー

一一一♂－
yhuw
林

清

唯

さ

ん

「
走
り
始
め
た
の
は
十
年
は
ど
前
か
ら
で
し
ょ

う
か
。
何
と
な
く
走
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
の

が
き

っ
か
け
と
い
え
ば
き
っ
か
け
で
す
か
ね
」
。

林
さ
ん
は
小
学
校
の
先
生
。
学
生
時
代
は
特

に
ス
ポ
ー
ツ
を
や

っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
い
ま

す
が
、
人
ー
で
は
マ
ラ
ソ
ン
は
お
ろ
か
、
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
に
ま
で
出
場
す
る
、
ま
さ
に
鉄
人
に
。

調拘禁余念ゐ
末
上
ゆ
か
り
さ
ん

（
却
歳

・
境
）

「
マ
ラ
ソ
ン
は
、
昨
年
の
十

一
月
と
今
年
の

十
月
の
二
凶
走
り
ま
し
た
。
タ
イ
ム
は
三
時
間

を
切
る
く
ら
い
で
す
よ
。
今
年
の
九
月
に
は
小

松
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
に
参
加
し
た
ん

で
す
が
、
さ
す
が
に
マ
ラ
ソ
ン
よ
り
も
キ
ツ
か

っ

た
で
す
ね
」
と
笑
い
ま
す
。
今
は

「
過
に
四
日

か
ら
五
日
、
夜
だ
と
約
二
十
キ
ロ
、
朝
の
場
A円

は
約
十
キ
ロ
、
そ
の
日
の
体
調
に
合
わ
せ
て
定

る
」
と
い
、
7
林
さ
ん
、
「
私
は
俗
に
い
う
ん
・
走
り

中
毒
。
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。
気
の
向
い
た
時

に
走
リ
、
そ
し
て
休
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

走
る
こ
と
を
自
分
に
課
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

ね
」
と
、
向
分
の
走
る
n
哲
学
H

を
語
り
ま
す
。

「
タ
イ
ム
は
二
の
次
。
完
産
す
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
て
い
ま
す
。
夢
で
す
か
？
機
会
が

あ
れ
ば
、
い
つ
か
サ
ロ
マ
湖
百
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン

に
出
場
し
て
み
た
い
で
す
ね
」。

気
負
い
の
な
い
淡
々
と
し
た
語
り
門
。
黙
々

と
走
り
続
け
る

「
背
人
ラ
ン
ナ
ー
」
に
、
ゴ

ー

ル
と
い
う
言
葉
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

公勤務先下沢産業（株）営業部

会血液型 B型 公星座名かに座

公家族構成父・母

l仁）
、 哲三込

ジ
ャ
ガ
イ
モ

み
た
い
な
人
か
理
想

「
明
る
さ
な
ら
誰
に
も
負
け
な
い
」

と
い
う
社
会
人
二
年
生
。
「
そ
ろ
そ

ろ
女
の
子
ら
し
い
習
い
事
を
始
め
よ

う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う

彼
女
の
今
年
の
目
標
は
、
「
女
の
子
ば

か
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
か

ら
脱
出
す
る
こ
と
」
だ
と
か
。

去
年
か
ら

「
ド
千
な
が
ら
も
」
ス

キ
ー
を
始
め
、
現
ト
札
、
ス
テ
キ
な
コ
｜

チ
を
募
集
中
。
「
顔
は
二
枚
目
よ
り

も
三
枚
目
。
体
は
大
き
く
て
お
む
し

ろ
い
人
。
そ
う
で
す
ね
、
野
菜
に
た

と
え
る
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
み
た
い
な
人

が
理
想
で
す
」
と

ニ
ッ
コ
リ
。
ど
こ

か
に
ス
キ
ー
が
で
き
る
「
お
も
し
ろ

い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
君
」
は
い
ま
せ
ん
か
。

「
前
は
よ
く
、
ケ
ー
キ
や
ク
ツ
、
キ
ー

を
作
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
笑
う
彼
女
、

大
き
な
践
と
八
重
備
が
か
わ
い
い
『
き

わ
や
か
さ
ん
」
で
す
。

笑

顔

で

和

を

広

げ

て

犬
が
一
人

っ
子
だ

っ
た
の
で
、
チ
供
は
多

〈
」
と
望
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
が
が
か
な

い
、
に
ぎ
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

長
女
の
明
香
は
の
ん
び
り
屋
さ
ん
。
で
も
、

テ
レ
ビ
の
悲
し
い
場
面
で
は
胸
が
い
っ
ぱ

い
に

な
っ
て
し
ま
う
涙
も
ろ
い
性
格
。

次
女
の
沙
紀
は
負
け
ず
嫌
い
。
自
己
主
張
が

人
一
倍
で
、

「
明
日
六
時
に
起
こ
し
て
」
と
言
っ
て

は
、

一
人
で
二
階
へ
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
今
、
わ
が
家
の
人
気
の
中
心
は
、
長

男
の
裕
社
。
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
体
を
フ
ル
に
前

岡
山
川
、
毎
目
新
し
い
イ
タ
ズ
ラ
を
発
明
し
て
は
、

私
た
ち
を
驚
か
せ
て
い
ま
す
。

三
人
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
人
な
つ

っ
こ

い
笑
顔
。
ど
ん
な
に
疲
れ
て
い
て
も
、
ニ
コ
ッ

と
笑
わ
れ
る
と
気
持
ち
も
峻
か
く
な
り
ま
す
。

す
く
す
く
と
育
ち
、
こ
の
笑
顔
で
三
人
の
和

を
つ
く
り
、
友
達
と
の
和
を
つ
く
り
、
社
会
の

和
に
広
げ
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

カザ7賜登場
大 倉 清さん（30続滑JII市出身）

一美 幸さん（24歳・旭ケ丘）

。
結
婚
の
日

平
成
元
年
十
月
二
十
二
日

。
交
際
期
間

約
十
一

か
月

。
出
会
い

二
人
の
出
会
い
は
昨
年
の
必
れ
、

年
の
瀬
も
押
し
つ
ま
っ
た
卜
二
月

の
三
十
日
の
こ
と
で
し
た
。
共
通

の
知
り
合
い
を
過
し
て
会

っ
た
こ

人
で
す
が
、
山
さ
ん
が

「
日
本
的

で
や
さ
し
そ
う
な
女
性
だ
な
」
と

第

一
印
象
を
抱
い
た
の
と
同
時
に
、

美
幸
さ
ん
も

「
無
口
で
、
お
と
な

し
そ
う
な
人
」
と
、
好
印
象
を
持
っ

た
と
い
い
ま
す
。

「初
日
は
、
あ
ま
り
話
さ
な
か
っ

た
」
と
い
う
も
の
の
、
以
心
伝
心
、

そ
の
日
は
二
人
で
映
幽

「
尽
の
王

子
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
く
」
を
仲

良
く
瓶
投
。

。
プ
ロ
ポ
ー
ズ

怠

巴主

~ 

森岡達雄さん（52）・行雄さん

(47)兄弟は，山王出身のブラジ

ル移民。今回，久し振り に里帰

りしたお二人，「ふるさとは本当

にありがたいものですJ と話し

ます。

て〉

ぷ〉
さ

G二二b
~ 

あ

｜
｜
ブ
ラ
ジ
ル
へ
は
い
？

森
岡
叩

私
が
昭
和
ご
．卜
二
年、

拍
仰
の
万
が
昭
和
三
十
六
年
で
す
。

当
時、

「
コ
チ
ア
背
年
」
と
い
う
日

系
農
業
組
合
め
移
民
募
集
が
あ
り
、

そ
れ
に
応
募
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡

り
ま
し
た
。
人f
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

で
養
鶏
と
飼
料
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

｜
｜
今
凪
の
来
日
の
目
的
は
？

森
岡
田

父

親

の
十
三
回
忌
が
あ

っ
た
の
と
、
県
南
米
協
会
の
十
周
年

記
念
式
典
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
私
は
六
年
振
り
、
弟
は
十
三
年

版
リ
に
主
婦
り
し
た
わ
け
で
す
。

森
岡
働

恥
た
ち
の
兄
弟
は
全
部

で
六
人
い
ま
す
が
、
み
ん
な
が
頗

を
そ
ろ
え
た
の
は
、

三
十
三
年
振

り
の
こ
と
な
ん
で
す
よ
。

｜
｜
久
し
振
り
の
故
郷
は
？

森
岡
閃

ブ

ラ

ジ

ル
で
も
、

日
本

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

最
初
の
出
会
い
が
卜
二
月
三
十

日、

二
度
目
が

一
月
三
目、

三
度

目
が

一
月
十
五
日
。
そ
し
て
問
度

日
に
会

っ
た

一
月
卜
六
日
、
ハ
収
初

の
出
会
い
か
ら
卜
八
円

U
に
、
山

さ
ん
が

「
州
制
に
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

」
と
ト宇宙
〈卜
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
。

長
率
さ
ん
が
う
な
ず
い
た
よ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
し
た

0

0
近
況

ま
だ
、
本
当
の
新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
。

交
際
中
は
「
お
祭
り
荒
ら
し
」
と

言
わ
れ
た
く
ら
い
、
各
地
の
採
り

に
出
か
け
た
二
人
で
す
が
、
今

一

番
欲
し
い
も
の
は
、
「
か
わ
い
い
二

世
」
。
二
人
と
も
よ
の
，
寸
供
好
き
。

叩
く
説
子
で
俗
り
に
行
け
る

U
が

来
る
と
い
い
で
す
ね
。

の
ニ
ュ

ー
ス
は
翌
日
に
は
も
う
届

き
ま
す
か
ら
、
情
報
の
ギ
ャ
ッ
プ

は
感
じ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
故
郷
の

変
化
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
に
離

れ
て
い

る
た
め
、
正
直
な
と
こ
ろ

ピ
ン
と
来
な
い
感
じ
で
す
ね
。

森
岡
掛
で
も
、
発
展
は
目
ぎ
ま

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
道
路

が
り
っ
ぱ
な
の
と
、
基
披
整
備
さ

れ
た
水
間
に
は
鯖
き
ま
し
た
。

｜
｜
位
郷
の
人
た
ち
に
ひ
と
こ
と
。

森
岡
叩

ふ
る
里
と
い
う
も
の
は

本
当
に
あ
り
が
た

い
も
の
で
す
。

必
も
弟
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
什
を
塊

め
る
つ
も
り
で
す
が
、
海
の
向
こ

う
か
ら
町
の
発
展
と
皆
さ
ん
の
ご

健
康
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

d

司
、
朝
日
町
叫
出
身
者
も
何
人
か
あ

ら
れ
ま
す
よ
L

と
達
雄
さ
ん
（
左
）

と
行
雄
さ
ん
（
右
）

咽
・
樋
曙
唱
咽－

平
成
元
年
口
月
号

＠
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多蕗

と

と

さ？

＊このページをみんなでつくるペー
ジ！こしだいと患います。イラストや
マンガ，ご意見，皆さんに知らせ定
いこと，~んでもけつこうです。ど
しどしお寄せください。
紙上匿名は，その旨をはっきり書

いて，住所，氏名を明記して送って
ください。
また，広報係では，広報あさひに

対するご意見や，取り上げてほしい
問題など皆さんの声をお待ちしてい
ます。ご一報を。

－
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a
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後援

ただ今スタッフ募集中

チケ＇＇／ト及びスタヴフのお聞い合わせにつきまし

ては、朝日町連合青年団（ 83-1560）まで！

＆アサヒ；；T
「、{7/)

‘i 

うがゆミ・－－－

.tこかひろ36(?)

ゲルメーツ

－
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
＠

チ
ー
ム
を
作

っ
て
和
気
あ
い
あ
い

に
ゲ

l
ム
を
楽
し
み
ま
す
。
そ
し

て
、
反
省
会
。
中
に
は
ゲ
ー
ム
よ

り
も
そ
の
後
が
楽
し
み
と
い
う
人

も
い
る
よ
う
で
：・
。
と
に
か
く
幅

広

い
年
齢
層
か
ら
な
る
ゲ
ル
メ
｜

ツ
に
と
っ
て
、
こ
の
親
睦
ピ
ー
チ

は
、
大
変
有
意
義
な
行
事
と
な

っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
三
度
の
メ
シ
よ

り
も
ピ
ー
チ
」
と
い
う

H

ビ
ー
チ

き
ち
ν

達
、
雨
に
も
風
に
も
雪
に

も
著
さ
に
も
負
け
ず
、
楽
し
く
仲

よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
、
呼

び
か
け
あ
っ
て
い
ま
す
。

4

司
に
ぎ
や
か
に
か
も
め
達
ガ
集
合

ー
＠
、
②
｜
⑮
、
③
ー
。
）
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
c

人
土
問
王
仰
併
の
人
の
中

か
ら
、
抽
選
で

3
人
の
方
に
テ

レ

ホ
ン
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
ま
た
、
答
え
の
ほ
か
、
今
月

の
広
報
あ
さ
ひ
に
つ
い
て
の
ご
意

見
な
ど
を
書
き
添
、
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

紙
上
．脈
・8
引
を
希
明
の
場
合
は
、

そ
の
じ
円
を
は
っ
き
り
と
書
い
て
く

だ
さ
い
。

公
あ
て
先

干

m
l
mw
明
日
町

道
下

1
1
3
3
番

地

朝

日

町

役

場
内
絡
品
川
広
報
係
ま
で
。

会
締
め
切
り
は
ロ
月
日
日
で
す
。

公
的
凶
の
当
選
者
は
、
水
内
向
勝
美

さ
ん

（M
W
此
）、
佐
即
時
点
列
美
さ
ん

（
ロ
歳
）、
た
か
ひ
ろ
お
（
？
）
さ
ん

に
決
ま
り
ま
し
た
。

泊
病
院
耳
鼻
咽
喉
科

神
田
憲

一
先
生

~·： l’、二位以~~－＇ · ＇

蓄膿症について
鼻のおl股症は↑法七七日Jj出l肢炎

ともいわれ，均.~·.＇！ fl·ではよく

みかける病気の一つです。

この州気は， ~·，＇•.の両側や自

の内側にある副l・，＼／肢というは

こらに炎症が起こり．そこに

服がたまる病気です。その膿

が高IJ品川出から品のrj1へ落ちる

と，鼻ii・がている，L・4がつまる，

り，＇.－~、がわからないなどの品症

状がでてきます。さらに，llilJ

~：.•.＿ ）慌の ：J＼日がふさがって袋の

ようになり，そこに炎抗が反

復すると，煩カ＂＇まれたり ，ひ

どい場介には目を圧迫して目

がずれたり ，祝ブJが｛低下する

よともあ ります。また，i;.:.. 1十

が品の~；！.の耳管というくだを

)J重って叫．に入ると ＇P耳炎を起

こしたリ‘壊と なってのどに

j会ちると，のどが補い ・のど

がつま った！感じがある ・咳が

でるといった症状が長びいた

り，胃炎の！民昆lになることも

あるのでi主意カ《必要です。

治療法としては，背はよく

千術をしたものですが，今で

はれし、がI~;Iえなら引の処置 ・｜肢

入と集の｜付月院で大部分の忠者

さんがよくなります。しかし

魚店ーになると千術がどう して

も必要になる場合があります

のて＼ ｜：！分が帯膿杭かなと思

ったら11＇・めに耳i・，＼科医に相談

してください。

医療の現場かS

4 ~ ろ初旬、1：賊G~＇二と地主ら
ど＇frvどん危三夜ヘ

d述

に
ぎ
や
か
な

「
か
も
め
の
集
団
」

「
ゲ
ル
メ

l
ツ
」
は
ど
う

い
う

意
味
か
と
、
よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
す

が
、
名
前
の
由
来
は
「
か
も
め
の

集
団
」
。
ペ
チ
ャ
ク
チ
ャ
、
ガ
ヤ
ガ

ヤ
、
う
る
さ
い
と
こ
ろ
が
カ
モ
メ

に
そ
っ
く
り
だ
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。
み
ん
な

こ
の
チ

l
ム
名
が
と
て
も
気
に
入

っ
て

い
ま
す
。

「
入
る
者
を
距
ま
ず
、
去
る
者
を

追
わ
ず
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
発
足
し
、

今
年
で
三
年
目
に
な
り
ま
す
が

練
習
の
か
い
あ
っ
て
、
去
年
、
今

年
と
全
国
大
会
へ
も
、
チ
ー
ム
を

送
り
出
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
交
流
を
図
る
た
め
、

年
二
回
、
発
起
人
の
菊
地
信
夫
さ

ん
を
ダ
シ
に
「
菊
地
杯
争
奪
戦
」

を
行
い
ま
す
。
家
族
や
友
人
な
ど

も
交
え
、
く
じ
引
き
で
男
女
悦
合

広
報
ク
イ
ズ
＠ 

題

①
昭
和
臼
年
度
の
一
般
会
計
決
算

の
成
入
の
総
額
は
？

＠
ω応
2
0
9
3
万

円

⑮

持

億
2
0
9
3
万

円

。

“

億
4

4
6
3
hH
q
 

②
一
般
会
計
蔵
入
に
出
め
る
割
合

が

一
番
多
い
の
は
？

＠

町

脱

⑮

地

ト
刀
伯

。
地
打

交
付
税

③
一
般
会
計
決
算
の
歳
入
と
仮
出

の
差
一
組
は
？

＠
l
倍

同

⑮

1
億

5
3
0
0

万
円

。
l
出
7
6
3
0
万
円

（
4
P
1
5
P
の
昭
和
日
年
度
決

算
報
告
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

〔
応
募
方
法
〕

合
は
が
き
に
答
え
の
・
記
サ

（例
①

－
平
成
元
年
刊
は
月
号

。
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母
ぷク
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日
月

l
円
か
ら

3
日
間
、
絵
一
向
・

書

・
彫
刻

・
工
芸

・
写
兵
な
ど

2

0
0
点
の
作
品
を
集
め
、
第
印
刷

朝
日
町
美
術
展
が
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
講
評

八
絵
画
〉
作
者
個

々
の
視
点
と
内
面
が
、
様
々
な
表

現
分
野
の
中
で
盟
か
に
表
現
さ
れ
、

活
れ
の
あ
る
内
・
一
件
で
あ
っ
た
。（
松

合
唯
叶
）
〈
書
〉
破
綻
な
線
、
特

い
経
や
か
な
作
品
が
多
い
風
湖
に

あ
っ
て
、
こ
の
会
坊
の
作
品
は
、

基
本
的
に
し
っ
か
り
し
て
い
や
み

の
な
い
作
が
多
く
、枯
し
か

っ
た
。

（水
品
取
糊
）

〈
彫
刻

・
工
芸
〉

ぷ
村
の
持
つ
特
性
を
活
か
し
て
今

後
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
を
則
待

し
ま
す
。
（
殿
村
芳
謙
）
〈
写
兵
〉

例
年
に
比
べ
組
写
真
が
出
品
さ
れ

た
こ
と
、
サ
イ
ズ
の
大
引
化
な
ど
、

極右越乙主
人定穆c::..~ 

一。〕

展一
一。～一
九
0
一

富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
地
域
社
会

で
顕
著
な
活
動
ま
た
は
献
身
的
な

世
話
を
し
て
い
る
人
を
表
彰
す
る

「富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
」
の

授
賞
式
が
、
川
月
日
日
に
富
山
県

庁
で
行
わ
れ
、
当
問
か
ら
同
人
め

万
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

V
の
び
の
び
賞
（
小
学
生
）

・
角
丸
英
至
（
山
崎
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）

・
竹
内
文
寿
（
黒
菱
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
）

・
松
原
洋
平
（
蛭
谷
ラ

グ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
・
背
田

智
雄
（
大
家
庄
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
）

V
は
つ
ら
つ
賞
（

m
j
m歳）

－
佐
渡
推
附
（
制
臼
町
内
馬
ク
ラ

ブ

・
サ
ッ
カ
ー
）

・
柳
下
靴
相
（朝

日
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
会
）

’vき
わ
や
か
賞
（
叩

i
印
蹴
）

・
鍋
品
俊
雄
（
境
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団）

・
谷
勝
由
（
山
崎
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
）

・
柳
沢
伸

一
（朝
日
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
）

・
扇
谷
俊
成
（宮
崎
地

区
体
育
協
会
）

・
中
陣
将
夫
（
泊
三

区
体
育
協
会
）
・高
木
英

三
（
泊
二
区
体
育
協
会
）

・
中
村
和
彦
（
南
保
地

区
体
育
協
会
）
・岡
本
登

志
子
（
朝
日
町
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

・
織
野
忠

f
（
朝
刊
町

一
段
と
進
歩
向
上
の
あ
と
が
見
ら

れ
点
ば
し
い
。

（
能
山
誠

干）

な
お
、
間
展
ト入
賞
に
蹄
い
た
の

は
次
の
方
々
で
す
。

絵
画
の
部

九
岡
町
香
（
泊
高
）

書
の
部

一
史
田
俊
子
（
干
柳
）

彫
刻
エ
芸
の
部

川
上
白

一
（
長
野
〉

写
真
の
部

木
村
信
嗣
（
上
中
町
｝•1500人近い人ガ芸術の秋を満腹

区
間
巾
木
津
春
樹
（
日
分

お
抄
）
、
3
区

間

西

国

重
和
（
日
分
お
秒
）
、
4

区
間
林
清
唯
（
日
分

総
秒
）
、

5
区

間

江

端

孝
雄
（
9
分
臼
秒
）
、
6
区

間
稲
荷
優
（
8
分
旧
秒
）

消
防
団
秋
季
演
習

日
月
日

H
、
消
防
問

秋
今
一
以
仰
が
尖
施
さ
れ
、

管
内
全
域
の
進
凶
広
縦
、

放
水
訓
練
、
分
列
行
進

な
ど
の
ほ
か
水
年
消
防

業
務
に
幼
献
の
あ
っ
た

五
々
へ
の
表
彰
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
知
事
現
場
表
彰

北
山
龍
男
（
第
1
分
団

部
長
）
、
谷
明
（
第
l
分

凶
班
長
）
、
広
田
誼
（
加

卓
球
協
会
）

V
ほ
の
ぼ
の
抗
（

ω歳
以
上
）

・
寺
田
啓
次
（
朝
円
町
ゲ

i
ト
ポ

ー
ル
協
会
）

・加
必
普
治
（
朝
日
町

ゲ
l
ト
ポ
ー
ル
協
会
）
・平
山
利
夫

（
朝
日
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

安
達
さ
ん
全
国
3
位
に

第
お
回
全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
（
札
幌
市
）
に
お
い
て
、

富
山
県
代
表
と
し
て
参
加
し
た
安

達
良
之
助
（
桜
町
）
さ
ん
が
、
立

幅
跳

（
2
u
m）
と
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
投
（

n
umm）
で
そ
れ
ぞ
れ

3

位
に
入
る
健
闘
を
さ
れ
ま
し
た
。

県

大

会

等

成

績

第
日
回
富
山
県
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

（県
営
沼
山
陸
上
競
技
場
）

V
抱
丸
投

2
位
松
本
彩
子
（
叩

μ
mw
－
朝
日
中
）

V
ボ
l
ル
投

2
位

松

本

彩

子

（
叫

u
m
－
朝
日
中
）

第
7
回
富
山
県
駅
伝
競
走
大
会

（
凶
月
初
日
、
富
山

・
高
岡
問
）

V
下
新
川
郡
チ

i
ム

男
子
4
位

女

子

比

位

V
区
間
賞

5
区
間
伊
藤
政
博

（
大
家
庄
）
大
会
新
記
録

町

大

会

等

成

績

第
2
田
町
民
ゲ
l
ト
ポ
l
ル
大
会

・
女
子
の
部

l
区
間
中
谷
真
理
子
（
日
分
お
秒
）

2
区
間
大
森
尚
子
（
日
分

M
秒）

3
区
間
水
島
雪
枝
（
凶
分
口
秒
）

4
区

間

長

井

美

穂
（
げ
分
叩
秒
）

5
区
間
中
島
裕
チ
（
日
分
出
秒
）

6
区
間
谷
口
理
恵
（

9
分
泊
秒
）

2
分
凶
町
長
）、
大
久
保
光
政

（部

2
分
凶
同
日
）、
広
川
越
之

（第
3

分
回
収
長
）、
福
平
英
代
志

（第
4

分
川
間
以
）、
山
川
明
降

（第
5
分

間
川
以
）、
似
挫
忠
昭

（第

6
分
凶

凶
員
）、
行
井
椎
博

（消
防
本
部
消

防
上
長
）

朝
日
町
消
防
団
長
表
彰

遵
砧
勲

（第
1
分
間
団
只
）
、
前
川

親
則

（第

2
分
間
同
民
）
、
中
嶋
築

作
（
第

3
分
間
団
員
）
、
松
原
秀
雄

（
第
4
分
団
団
員
）
、
長
井
伸
治
（
第

5
分
団
団
員
）
、
竹
林
悟
（
第
6
分

凶
凶
員
）

－
で
き
ご
と
ス
ポ
ー
ツ
⑪

（町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

－

位

官

崎

チ
ー
ム

2
位

殿

町
チ

l
ム

3
位
身
障
者
協
会

チ
！
ム

4
位

的

ニ
区
B
チ
ー

ム町
民
夜
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（町
民
総
合
体
育
館
）

V
男
子
の
部

l
位

藤
塚
愛
好

会

2
位

く
さ
の

V
女
子
の
部

l
位

月
山
女
子

ク
ラ
ブ

2
位

主

二
区

朝
日
町
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

秋
季
大
会

（
町
民
総
合
体
育
館
）

V
男
子

l
位

富

崎

チ

l
ム

2
位

五

箇

庄

チ

l
ム

’vk
子

1
位

宮

崎

チ

ー
ム

2
位

泊

チ

ー

ム

第
ロ
回
朝
日
町
民
駅
伝
競
走
大
会

（
日
月
ロ
口
、

6
区
間

m
M
）

・
地
区
対
抗
の
部

1
位

大

家
陀
体
協
A

（
的
分

M

秒）、

2
位

山
崎
体
協
A

（
九
分

M
H

秒）

e

－
女
子
の
部

l
位
朝
日
中
女
子
陸
上
部
（
部

分
布
秒
）
、

2
位
朝
日
中
女
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
〈
幻
分
日
秒
）

．
ク
ラ
ブ
対
抗
の
部

l
位
入
警
高
校
陸
上
部
（
朝
日

中
O
B
、
引
分
出
秒
）
、

2
位

朝

日
中
男
子
陸
上
部
（

η
分
以
叩
秒
）

V
区
間
賞

－
区
間
伊
勝
政
博

（
ロ
分
）、

2

・
ク
ラ
ブ
対
抗
の
部

l
区
間
嶋
田
皆
（
ロ
分
目
秒
）

2
区
間
同
部
諒
三
（
日
分
話
秒
）

3
区
間
七
沢
誠
（
叩
分
羽
秒
）

4
区
間
谷
元
気
（
凶
分
目
秒
）

5
区

間

更

田

宏

樹
（
9
分
別
秒
）

6
区

間

石

井

誠

（

7
分

ω秒）

朝
日
町
長
退
団
者
感
謝
状

北
山
幸

（元
第
1
分
四
分
団
長
）

水
野
収
作

（・
冗
約
l
分
団
部
長
）

山
山
末
次

（・
応
部
l
分
間
川
以
）

谷
U
有
保

（・
心
部
l
分
川
川
は
）

大
野
常
一

（足
第

2
分
間
部
長
）

占
凶
良
附

｛E

ん
第

2
分
凶
部
長
）

平
以
禿
雄

（広
第
4
分
凹
班
長
）

長
井
宗
一
（
止
第

5
分
団
部
長
）

折
谷
勝
秀
（
・

r

ん
第

5
・
分
凶
班
長
）

水
島
暁
（
・
花
第

6
・
一
団
分
凶
長
）

金
子
実
（
元
第
6
分
団
・
副
分
団
長
〉

宮
川
逸
郎
（
布
第

6
分
団
埴
長
）

来
上
一
件
三
（
冗
第
6
分
間
班
長
）

直言のひとり亘

執務fから比える北アルプ

スの山々も IIくな I), flー 臼

と J~ さが地してきました。 今

冬の討が気にかかる時miです。

さて， ”町長 と請す柴い”

も終わりました。 此重なご，む

見を聞かせていただき感謝巾

し_l-_(fます。やはり， 雷に｜期

するご諮：fl，とりわけ消勺装

置の問題が多く，今後とも i'•lt

身の努力をしてまいりたいと

考えてお 1）ます。

ふるさと自IJ生の 1億円につ

いては，使途がほぼ決定する

段階に米ています。12月議会

に報告し，審g議していただい

たうえて：｛叱っていきたいと

考えていますが，数点l二分け

た｛史いi立を子山しています。

町民のむから『l町長らしく全

制を一度に似つてはどうか』

というご意見も附1~ 、てはおり

ますが，今凶は一応の仁子；づ

くりをと思い，分散という形

を考えています。

町は，平成6年九は町；側地

行40周年を迎えます。それま

でに，町のイメージア ッフを

図るべく ，町のカラーを相側

的に打ち出すCI （コーポレ

ート ・アイデンティティー）.1十

画に取り組みたいと々えてい

ます。

先に，白if;1'1のふるさと創

生半荒涼I~絞め立1 11）が報道され

ましたが，全凶の1h町村1,;J係，

私もがんでおります。期待を

込め，今後の副JJl'rjを比守りた

いと4・えています。

朝
日
で

怠
マ
さ

nv怠桔

「朝
日
町
で
あ
さ
ひ

（
日
の
出
）
を
迎
え

よ
う
」
を
A
n
い
言
葉
に
、
朝
日
町
む
ら
お
こ

し
推
進
協
議
会
主
催
の
第
3
回
夜
な
べ
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
同
月
初
日
か
ら

却
臼
に
か
け
、
総
合
体
育
館
、
朝
日
中
体
育

館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
町
内
外
か
ら
臼
チ
ー
ム
、
約

1
5
0
0
人
の
選
手
が
参
加
、

3
ブ
ロ

ッ
ク

に
分
か
れ
、
日
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
（
1

ι

チ
ー
ム
ロ
試
合
）
に
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

詳
太
鼓
の
昔
を
合
図
に
午
後

6
時
か
ら
翌
朝

の
7
時
過
ぎ
ま
で
、文
字
ど
お
り
、
夜
を
徹
し

て
、
み
ん
な
で
町
を
起
こ
し
続
け
ま
し
た
。

－
平
成
元
年
旬
月
号

⑪



。朝日開T社会福祉協議会は，

皆8んと共に地主主の福祉向

上を目指す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉センター内

fi83-0576 

笑
H
L

ザ勝、
日
ふ

h
d

れ
：
あ
なう

s

I
l－
－
第
叩
回
福
祉
ふ
れ
あ
い
祭
り

今
凪
で
叩
岡
田
を
迎
え
た
側

H

祉
関
係
団
体
め
皆
さ
ん
約
3
0
0人

間
制
紙
ふ
れ
あ
い
祭
リ
、
今
年
も

が

参

加
。
粁
妙
し
ゃ
だ
つ
な
魚
れ

ゆ
月
お

u、
必
人
制
祉
セ
ン
タ
ー
久
雄
さ
ん
の
叶
会
に
の

勺
て
、
併

を
会
場
に
開
備
さ
れ
ま
し
た
。

同
体
か
ら
の
代
表
が
刷
や
制
リ
な

こ
の

U
は
、
主
人
ク
ラ
ブ
や
身
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
出
し
物
を
次
々

体
防
虫
い
お
協
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
披
以
す
る
と
、
会
場
内
は
拍
手

友
の
会
を
は
じ
め
と
す
る
町

の

恒

と

突

い
の
渦
に
。

そ
の
後
、
し
あ
わ
せ
抽
選
会
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
特
別
泌
ぷ
と
し
て
、

佐
昧
野
以
前
会
、
刺

H
U比
持
会
、

凶
ツ
梨
会
、
者
市
会
か
ら
の
賛
助

山
崩
も
あ
る
な
ど
、
こ
の
円
会
場

に
は
、
笑
削
、
と
ふ
れ
あ
い
の
怖
が

い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。

4
ユ
ニ
ー
ク
な
出
し
物
ガ
次
々
に

・
圃

富
山
県
社
会
福
祉
大
会

表
彰
者

銃
犯
刷
出
山
県
社
会
悩
秘
大
会

が
叩
円
4

H
、
県
民
会
館
で
開
催

さ
れ
、
明
日
町
か
ら
は
次
の

H
々

がい

hf
wを
交
け
ら
れ
ま
し
た

宮
山
県
知
事
表
彰

（
社
会
制
祉
事
業
活
動
者
）

ハサ

心

持

さ

ん

（
股
削
）

富
山
県
知
事
感
謝
状

（永
年
勤
続
民
生
委
以
児
市
委
員
）

江

川

必

f
さ
ん

｛
竹
の
内
）

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

州

u町
の
M
W
必
以
上
の
．

人
作

ら
し
左
人
の
数
は
約
2
4
0
人
。

社
会
一
悩
祉
協
議
会
で
は
、
そ
の

万
々
を
畳
食
に
招
き
、
歌
や
踊
り

な
ど
を
肢
泌
す
る

「
ふ
れ
あ
い
外
，

政
会
」
を
、
何
人
民
小
委
い
川
、

u

rめ
れ
小
作
同
日
刻
、
食
生
治
改
鴨
川
推
進

日
以
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
件
地

区
で
行
い
ま
し
た
。

あ
な
た
の
気
持
を「

愛
の
袋
」
ヘ

ー
！

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
！

今
年
し

「
地
械
で
さ
さ
え
あ
う

明
る
い
お
正
月
」
を
ス
ロ

l
w
M
ン

に
、
ロ
ハ

l
H
か
ら
ぷ
米
た
す
け .お年寄りの皆さんl芯大喜び

’1
・、AU
h
v

、
1
1

・、A
r
人’

rr
an－wK
H

「

r
．8q
，ir

・
長
山
修
、
は
倒
木
愛
4
J
、
柚

木
律
子
、
水
島
洋
子
、
竹
林
喜
栄
、

よ
店
消
、
土
居
淳
子
、
小
川
静
夫
、

小
川
キ
ク
エ
、
山
川
敏
点
、
佐
山

品
川
、
終
武
上
H

、
小
川
比

一
、
小
川

ヨ
シ
、
小
川
正
夫
、
小
川
失
利
子
、

広
旧
地
・二
、
広
旧
桁

f
、
み
川
友

久
、
本
川
ヱ
ミ
、
林
政
枇
、
小
川

－
ふ
く
し
の
窓

＠

久
悦
、
桜
田
ト
行
弘
、
雌
凶
て
三
位
、

雌
件
敏
弘
、
ル
牒
此
み
さ
を
、
ぬ
辺

市
郎
、
小
川
比
、
・仏
山
＋Vド
ト
ド
作
、
藤

田
伊
蔵
、
前
川
和
＃
、
前
川
美
和

，十
、
林
惟
夫
、
げ
勝
川
康
弘
、
広
出

流
、
ぃ
仏
川
点

f
、
必
川
川
町
郎
、

雌

川
北

f
、
雌
川
利

一
、
掛
川
キ
ヨ

シ
、
前
川
一
以
保
、
前
川
ぬ
ひ
、

前

u叶んも
H

ト
ベ
、
下
掛
川
H
h
u
I
H
円
、
ト
小
．・．
U
H
円、

l
’
t

，
H
i
t

l
H
i

ι
T
j
J
Bb
 

林
の
リ

f
、
政
川
辺
ん
、
雌
川
て

る
、
雌
回
虫
、
ん
脱
出
川
町
子
、
｛
仙
台

古
久
、
高
台
多
加
代
、
高
へ
辛
口
樹
、

向
へ
れ
H
H
夫

以

卜
日
名
川

U

（
H

川

7
け
収

ι）

V
山・
し
込
み
は
、
町
内
判
中
I
代
生

委
U
H
ま
た
は
町
社
会
出
祉
協
謎
会

へ
．
な
お
、
光
川
ザ
の
竹
助
会
い
日

加
入
行
の
う
旬
、・
中
J
Mみ
二

郎

氏

は
中
山
喜
一
郎
氏
の
誤
リ
で
し
た

お
花
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

~.1 .‘、，，
．． 
< ， . -II 

＆愛の袋

あ
り
が
と
う
あ
た
た
か
い
よ

朝

日

町

善

意

銀

行

（叩
月
刊
日
l
H
月
叩
日
）

－v黒
川
市
山
石
井
忠
泣
き
ん
か
ら

2
8
0
0
q
 

しし

．，vy
JrM 

a－－－
ι
j町長

マ
ツ
イ
さ
ん
の
供
養
と
し
て

香
典
返
し
の
一
部

qδ

ハυ
ハυ

ハυ
ハυ
n
u
n叶，

－v怯
町
均
問
あ
き
さ
ん
か
ら
、

亡
夫
段

一
さ
ん
の
供
養
と
し
て

作
品
開
込
し
の

一
部

水
品

↑
義
さ
ん
か
ら
、

100000円

・．

霞
・j' 圃指’初＂ 当：ミ1甥

・1、胃 .. 

．島

自

F 、

T 
938 
一
人
や

ヨiJI
求人験樋 年曲者

賃金（門）
性j!IJ

就業 t轟 PJi 採用 資絡経験

番号 休日 人数 免 1午 書事

クレーン 18才『 250.000ー
男

納．舟Ill新 クーレンii転免鈴

iiE転手 45才 300.000 日
3 Ji辺可

2 
ボデー 18才』 105.000-

男女
紛.tt町

1.B立工 45才 160.000 目、徒、lll2土SIB
2 不 附

3 
除雪作業 20才 『 260.側 ー

男
紛．，召i畢

7 
大ヨ』還転免t午

遺伝手 50才 325.ぽ氾 日 12/25 2/25 

4 
ぬ 械 18才～ 117.500-

男女
明．草野

2 普通自動車免鈴
電気ti！十 30才 252.500 目、祝

5 
生産 18才～

107.500 女
入ー荒叉

2 不 間
創造工 35才 目、祝

6 
包 裟 18才ー 82.000ー

女
入．入総

不 問
作割程工 40才 85 .000 目、？史、土

7 自歯科助手
18:t』 時給

女
聖＇！！.，自 高卒以よ

40才 500～600 白、 f毘 14時 ー18時半

8 紡主貫工
18才『

100.920 女
朝．平柳

10 不 問
50才 B （年間1048)

9 事務員
18才ー lぽ｝．ぽ問、

女
朝. m~車

普通自動車免鈴
40才 110.αm 日

10 事務員
40才ー

135.ぽ）（） 女
入.，，山 高卒以上

so才 日 普通自動車免1干

コ
ン
テ
ス
ト
写
真

佐
川
内
叫
約
川ハ
…
郎
仁
が
が
傍
刈
で
は

前
一
村
小
山
作
引
業
却
周
年
を
記
念
し

て
「
下
新
川
海
中
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
写
真
を
次
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

応
募
作
品

未
発
表
の
も
の
で
山

平成元年12月分

くら しの 情報 室

ホット求人情報

単…

・
カ
ラ
ー
は
問
い
ま
せ
ん
。
作

品
の
サ
イ
ズ
は
キ
ャ
ビ
ネ
（
日

セ

ン
チ
×
同
セ
ン
チ
）
以
上
、

切
り
ま
で
。

問
、ソ

募
集
テ
ー
マ

ド
新
川
の
海

（
叩
．…

部
山

・
人
舟
町

・
例
日
町
｝
を
組

付
に
し
た
作
品
。

締
切

平
成

2
年

5
月
末
日
ま
で
。

表
彰

優
秀
作
品
は
ぬ
周
年
記
念

式
典
に
お
い
て
表
彰
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

，連
日旦
省

黒
部
工
事
事
務
所
調
先
課

黒
部
市
天
神
新
間

企
0
7
6
5

臼
1
1
l
2
2
）
ま
た
は
、
役
場

往
投
諜
（
宮
内
線

2
1
9
）ま
で
。

な
お
、
刀
打
コ
ン
テ
ス
ト
に
介

わ
せ
、
ド
新
川
小
山
川
仰
の
過
よ
か
ら

収

ιま
で
の
行
取
な
リ
ドハ
ハ
（
ネ
＃々

の
有
無
を
問
わ
ず
）
を
非
集
し
て

い
ま
す
。

婦
人
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室

合「求人情報一覧表，bご利用下さい.（；商工観光tiカウン？ーに展示）

合〈わしいニとは、魚沼公共職機安定員骨粉自分室1?82-0198へお問い合わせください

日
目
l
日
附
か
ら

5
M
に
川
リ、

後
期
制
人
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
教

室
を
勤
労
苛
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
す
。
民
話
や
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
な
ど
帰
り
以

山
の
内
存
と
な
勺
て
い
ま
す
＠
官

っ

て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
の

中
し
込
み
は
、

山
H
H
A
M
怖いれんぷへ

Q

中l
け
ま
で
に
教

成
人
式
出
席
者
は

仙
川
町
に
佐
所
が
な
く
て
も
、

制
円
町
の
成
人
式
に
山
附
し
た
い

a
R
＆
’

e
パ・
，・
z
－hv

愛

の

袋

あ
い
起
動
が
始
ま
り
ま
す
れ

ニ
れ
は
、
背
さ
ん
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
必
金
で
、
忠
ま
れ
な

い
家
嵯
や
地
ぷ
入
所
打
、
山
似
た
き

リ
主
人
の
む
々
な
ど
を
お
け
凡
昨
い

し
、
み
ん
な
で
明
る
い
年
を
迎
え

よ
う
と
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

募
金
の
取
リ
拙
い
に
つ
い
て
は
、

九
地
似
の
代
小
委
八
、
附
内
会
以

さ
ん
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
押

さ
ん
の
あ
主
に
『
愛
の
袋
」
が
聞

い
た
ら
、
あ
な
た
の
あ
た
た
か
い

れ

A
Uち
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
ね

賛
助
会
員
加
入
状
況

た
だ
い
ま
必
集
し
て
い
る
川
社

協
の
代
助
会

H
に
次
め
ん
々
か
ら

加
入
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た

（敬
祢
略
｝

l
s
t
F何
人
・

個
ノ、．

三
夫
、

「
成
人
の
し
お
り
朝
日
」
に

内
／

F
41
e
p
h
d

1
A
et
J
1
i
 

名
前
を
載
せ
た
い
人
は
、

日
附
ま
で
に
教
行
委
員
会
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い

。

成
人
行
名
市
は
、
州
川
町
に
作

所
が
あ
る
人
お
よ
び
岨
絡
の
あ

勺

－
川
ザ
の
広

た
人
を
合
わ
せ
て
、

報
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
む

な
お

町
の
成
人
式
は
次
の
と

お
リ
行
い
ま
す
。

ヂ
成
2
年

l
け
日
円
川

午
前
9
時
会
け
付
け

・
午
的
川
時

ぃ、
v
h比、

J

H，
 

日
時

会
場

制
け
町
小
山
火
山
協
会
館
2

｜；背

J..:. 
ホ

JI,, 

生
ご
み
処
理
器
設
置
補
助

町
で
は
、
昭
何
日
年
度
か
ら
生

ご
み
処
理
誌
の
ぷ
出
補
助
を
い
れ

つ

て
い
ま
す
c

山
然
の
h
M
を
利
川
し
、
資
似
化

（恥
肥
化
）す
る
仕
制
み
の
ん
に
ご
み

処
理
路
、
．

Hm．当
た
り
の
航
段
は

6
、
0
0
0
円
か
ら
1

0
、
0
0
0

同
限
度
で
す
。

先
が
あ
れ
ば
設
店
で
き
る
こ
の
処

即
日
山
市
に
、
町
で
は
芥
討
が

2
5
0

f
以
上
の
も
の
に
つ
き
2
、
5
0
0

川
門
の
補
助
を
行
勺
て

い
ま
す
。

持
制
に
つ
い
て
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
庭

役
場
hM
民

｜年｜金｜だ｜よ｜り｜
免
除
を
受
け
た
期
間

の
保
険
料
は

追
納
で
き
ま
寸
令

川
川
八
年
全
で

ほ

所

得
が
な
い

』
な
ど
て
似

険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
に
は
、

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
三

そ
の
場
合
、
将
米
の

年
分
一
一
組
は
免
除
問
山
だ
け

3
分
の

l
で
a
d抗
さ
れ
ま
す
そ
こ
で
、

料
消
的
に
余
怖
か
で
き
た
と
き
に

川
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

勺
て
似
険

料
を
納
め
ら
れ
る
迫
納
制
度
が
あ

ご
利
川
く
だ
さ
い

v

り
ま
す年

金
受
給
者
の
方
へ
｜

｜

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は

す
み
や
か
に
届
出
を

年
金
を
交
け
て
い
る
人
が
仏
所

を
変
．
史
し
た
と
き
は
、

「
作
所
ト
ベ

払
機
関
変
．
史
問
」
を
拠
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
が
な
い
場
合
、
支
払
通
知

書
や
賑
込
通
知
書
が
届
か
な
い
た

め
、
年
金
の
瓦
払
い
が
い
店
れ
た
り
、

希
望
す
る
金
融
機
関
で
の
£
払
い

が
長
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
す
み
や
か
に
悦
山
を
。

－
平
成
元
年
位
月
号
＠



－
く
ら
し
の
情
報
室

＠

課
川
原
境
保
健
係
（
宮
内
総
1
1
3
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
に

よ
っ
て
、

m
H
l
H
か
ら
事
業
所

で
行
う

↑
般
定
期
健
康
診
断
の
検

作
項
目
に
、
次
の
4
項
目
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

－
貧
血
検
査
（
血
色
素
量
、
ぷ

胤
球
数
）

2

別
機
能
検
査

（
G
O
T
、

P
T
 

3 

7
1
G
T
P）

 

血
中
脂
質
検
査
（
総
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ

ド
）

4

心
屯
凶
検
査

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ル
口
岡

山
労
働
基
準
局
安
全
衛
生
課
（
岱

0
7
6
4
1
ロ
H
2
7
2
7
）
ま

た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
防
督
署

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
の
ご
利
用
を

ロ
月
4
日
か
ら
叩
日
ま
で
は
、

「人
権
週
間
」
で
す
。
毎
日
の
生

活
の
中
で
、
凶
っ
た
こ
と
や
悩
み

いや
が
あ
る
場
合
は
、
富
山
地
方
法

務
局
魚
津
支
局

（
8
0
7
6
5
1

n
l
0
4
6
1
）
ま
た
は
、

市）⑮耳
⑨晶⑥ 

⑧ 
ご
寄
伺
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
定
。

v
r川
小
学
校
後
版
会
さ
ん
か
ら
山

小
苧
校
へ
普
通
教
集
肘
テ
レ
ビ
日

お
近

町の工事発注状況 <10月1日～10月初日〉

.L .ド r, tルifr
完成

2青f!t::'rr矧 業者 ・/II.当；＊
予定

町議？記川 溺i／－；胆Ii号線
総 Ill 11月 1. 730.400 t民 ，淫 組l，包ぷ，；沫

J芭路改良 1て ＜f.

町遊説i谷東部級制雪 i:手 針谷 ll月 2.626.500 
株式会社

強，llt.ll!l
道府工業所

町i直中町小＇｛：・ 4交正Ji(他 l消・咋 ぱl I l丹 2.987.000 
隊式会社

住，＼立，l'.I!
氷見工業所

肉体営林 j益力Ii；談事業
ti 1を i月 5, 191.200 

桜井土建 1:i 休

林道イ7谷線舗装ヱギ 二u長株式会社 J/<.i［ぷ

県土ii土地改良悦f1ili事業iす川地区
供 Ill J 1月 1.823. 100 

小川建設工業 l見林

無’.:r1雪・8是村証sf高校 f~ii 工事 株式会社 水月七市1
県 i民七 JI.!!l攻良 1！，~ !Ali事業

1均 的 12月 7.858.900 
{:J"限会社 I~ 休

i包絡 j也区怨 i自己主良工事 ：呼 ｜勾 主見 ノ•／＜.1室d'Al

農村主L 絵総 f干もき f~ii 必業
卜 'Ill・ II 月 3.131. 200 Ii: Jll ま且

目昼 休

下型fJI.!!区防火水防設置E工事 水産，，j'!i!

農村必然総合 ~：.~ i伶 :f；，当E
尚総 3月 16.737,500 

小川建設工業 J良休
~j盤担l 3号線道筋工事 十本式会社 7/<.1~長品県

浜村地域定住促進対策卒業
3月 22.969.000 

小川，建設工業 肢体
ii別兵公同胞設t~f桁＇［＼.;'/?j主成工事 妹式会社 7/<.自転車
農村地t戎定住1足j旦対策事業

3月 9. 589. ;mo 
隊 式会社 I！－~ 1本

i毎i長公箇地設tH商事業者J'ti事llぴ止聖誕?Ji .tr: 1J1 T.，務 店 水産ぷ

県単 H; j益事業
世i： 谷 J2fl 5.6 1 ：~ .500 

主主任主主設工業 J:込林
十＊ ifi的：谷 2右手紙11：』Lt主工事 I；！＜式会役 水産品提

えすJ生 i,r;l倒守主｛時 4ヰ業
山崎 12月 12.978.000 

広川，建設• .r.~・
処i没，諜

町Jj[J:JJ; LlJlb~HH:lil路 1fiiinl＇＂可ユニ4五 ti式会社

初日店主立向然公l者i縫i，没後f助手業
7じ~~倣 I l月 2.502‘900 

株式会十l 尚. ...l 

城 JJI 給水 工 事 道府工業所 鋭光；諜

朝日 県立｜当然公｜皇l~llぷ守主i私事業
北又 I i月 391.400 

佐渡石 村 1fli T. 
」t又案内似，:;z;(!l 工場手 エ 3住 i，斤 鋭光課

水力発電施設周辺j血I長交付金事業
大平 I l月 I. 215‘400 

3長 ヒ怨設 m lリJ
大平地区 ii'll坊地.~ t:：~i有事業 ~~式会社 4；点I¥

四Jj丘三校総；｜ヒI'mI ';j-斜1i11l装工事 三枚紛 11 fj 1,215,400 
小川怨設工業

住，没d駐
株 式会社

町i萱＋柳月 111t"1! 他 Im ·~・て事 てド 抑II I l月 4.820‘400 
体 式会社

J建設諜
道府工業所

明日県立自然公岡松i百iz多品位
山崎 12月 988.000 

記長LlJセメント i税 T

J総本案内板続投工＊ _[ ~ H斤 鋭光.~.it

日Tif!金 LIJ{)'¥ ffl 日吉総 r-it EEi 3 J-1 7,931,000 ！銭 m -ill え立 4主設泌M：申E 改良工必

G 

く
の
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
相
談
は
い
燃
料
で
絡
白紙

は
ん
す
め
れ
ま
す
。

な
お
、
朝
日
間
の
人
権
擁
護
委

員
は
次
の

3
名
の
万
々
で
す
。

〈
人
権
擁
護
委
員
〉

草
野
三
郎
（
E
mu
－
－
0
3
4
）

下
収
雄
昭
（
包
位
H
H
0
6
3
5
）

斉
藤
俊
雄
（
岱
幻
1
2
0
5
1
）

歳
末
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

歳
末
特
別
警
成
の
サ
イ
レ
ン
を

次
の
と
お
り
吹
嶋
し
ま
す
c

火
災

と
開
通
え
な
い
よ
う
』
立
は
怠
く
だ

さ
い
。

期
聞

は
月
お
日
か
ら
ロ
片
剖
日

ま
で
の
4
日
同

時
間

午
前
7
時

・
午
後
9
時

吹
鳴
方
法

印
秒
吹
鳴

み

（断
続

3
M）

区
域

朝
日
町
全
域

6
秒
休

ム円

（
6
1
6
、
0
0
0
円
相
当
）

V
中
三
浦
町
の
日
本
喜

一
さ
ん
か
ら

泊
小
学
校
へ
普
通
教
室
用
テ
レ
ビ

ー
ムロ（

5
6
、
0
0
0
円
相
当
）

V
中
道
下
め
永
井
雄
次
郎
さ
ん
か
ら

泊
小
学
校
へ
普
通
教
室
用
テ
レ
ビ

l
h
と
付
属
備
品
（

6
5
、
0
0
0

円
相
当
）

V
大
屋
の
荒
尾
一
雄
さ
ん
か
ら
げ
柄

小
学
校
へ
普
通
教
室
用
テ

レ
ビ
ー

ム口（

5
6
、
0
0
0
円
相
当
）

V
白
崎
地
区
有
志

一
同
さ
ん
か
ら

宮
崎
小
学
校
へ
教
率
カ
ー
テ
ン

6

教
本
分
（

1
2
5、
0
0
0
円
相
当
）

川
村
美
千
代
、
宮
崎
地
区

岩
谷

英
樹
、
笹
川
地
区

長
井
仁
美
、

小
林
文
ザ
、
泊
地
区
＊
田
中
博
、

女
加
雌
邦
男
、
谷
口
直
行
、
収
束

純

一
、
長
津
牧
子
、
島
田
敦
美
、

田
中
か
お
り
、
氷
見
純
子
、
加
政

克
樹
、
久
野
木
利
倍
、内
山
善
之
、

大
蔵
朱
皇
、
士
居
打
子
、
本
林
野
愛

了
、
ギ
国
友
成
、
魚
住
γ
日
合
チ
、

水
島
昭
正
、
中
山
崎
鹿
子
、
氷
ル
貨

ト山中ノ寸
、
野
沢
紫
ん
、
小
坂
雄
二
、

越
沢
香
、
尾
山
三
八
了
、
荷
位
成

美
、
弥
忠
回
大
、
松
下
総
ん
、
一キ

柳
ゆ
か
り
、
川
上
・
以
下
、

中
品
川
H

f
、
島
田
久
志
、

川
人U
俊
維
、
松

原
除
明
、
本
問
問
、
竹
中
健
、
平

山
件
、
阿
川
即
刻
、
魚
住
灯
、
山
崎

案
、
問
問
此
英
、
五
箇
庄
地
区

古
江
守
山
…
、
沢
刷
伸

f
、
浜
川
市

ス
ト
ー
ブ
を
使
う
時
は

こ
れ
か
ら
は
火
災
の
起
き
や
す

い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

ス
ト
ー
ブ
を

使
用
す
る
場
合
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

叩

境 は ｜品
土也 400 ) J 
区 Ill~ 者

、名

山そ （
jlJなの 10

永他 H
),fは 実
、200施

水 me分
,1;,ii i¥氏
~ti j（日 食
、者印

貴
、
中
口
江
徹
、
金
井
千
恵
、
谷
口

大
助
、
松
田
大
賞
、
日入口
U
直
美
、

柳
原
宏
美
、
藤
陳
以
子
、
南
保
地

区
＊
川
上
誠
一

、
女
小
林
裕
昭
、

谷
口
弥
子
、
松
原
健
、普
田
和
夫
、

谷
U
智
香
、

山
崎
地
区

本
出
荷
、

九
串
清
美
、
上
不
美
智
子
、
谷
立

市
、
大
蔵
宏
子
、
水
野
貢
、
九
里

久
美

f
、
中
島
崎
千
、
水
野
曲
一氏
、

～伝
達
トム心肝ぷ
J

、
安
達
政
昭
、

小
山

勝
ト必、

大
家
庄
地
区

小
川
道
了

消
水
由
樹
、
池
田
宏
紀
、
水
井
建

松
、
桜
町
朋

f
、
稲
村
力
、
総
片

常
在
、
古
印
刷
、
森
野
降
問
、
名

越
附
山
位
、
縦
出
倣
J
T
、
山
崎
山
耐
夫
、

附
同
行
一
行
、
れ
崎
大
姉（以

上
総
名
）

※ご協力ありがとう

ございました。

生活必需品価格
11月分 （制 JO日制納） 単位 .rq 

”口ロ 名
平 tもl lilli 4各

11 19 前月比 jJij年同月比

tf 、I
／ 

129 ;c;-
（鋭、売 le) 

- 1 」．， 

i由 士f j山
806 -36 ＋ 24 

製 （配J主18f ) 

if/, L p tt 7、
2.386 。+ 166 

( 5 nγ） 

台所用 j先制
257 。ト 9 8 ( 1j1性洗剤600mf)

用
ティン ユペーパー

155 + 2 ＋ J.1 
(400校紙箱入リ ｝

if/, トイレ y トペーパー
322 。

（故紙ロール4倒組）

食 /{ ／ 

（経過品6牧入り ）
175 。＋ 5 

力日 】マ ーー ガ ノ、
305 -39 一 22 

(•150g l納）

工 し よ つ iIIJ 
493 - 2 14 

( l. 8~ ピン入 1 ) )

サ フ ダ j山
320 +31 ＋ ll 食 ( ；－（－ リモ子綜700g人1))

と -j ，）、
81 。＋ 2 

,fl, 
（もめん 1J ) 

ルド 'fL 
236 + 1 一ト お

( 1 e ，ιソク入り ）

午 I勾
414 +23 ート 34 

（中肉ももlOOg)

E家 l士j
183 + 3 12 i: （中肉もむJOOg)

‘；；~ rm 
182 + 5 ＋ 39 

鮮ー
(I刈サイズ！Ofi古I)

玉 i J. ぎ
260 + 2 ＋ :39 

( 'f~f j邑品！kg)

食（;f i L い し よ
201 一10 一 5 

（普通品 Jkg)

uロ" 
占T -'(' .....,:: ‘ソ

（普通品 lkg)
161 一l1 - 170 

A 参
336 一83 ＋ 

（普通仏 lkg)

くら しの 情 報 室

本受
i箱z
l匝当

新

し

い
本

（
一
般
書
〉

秋
川
リ
サ
の
チ
育
て
は
い
つ
だ
っ

て

現

紅

進

行

形

秋

川

リ

サ

パ
イ
ナ

ッ
プ
リ
ン
行
本
ば
な
な

大
ち
ゃ
ん
の
大
相
撲
－
」
こ
だ
け
の

話

長

岡

末

弘

時

間

の

砂

上

下

シ
ド
ニ
ィ
・
シ
ェ
ル
タ
ン

城
山
三
郎

人
生
余
熱
あ
り

（
小
説
）

松

風

の

家

止

下

両

尾

富

美

子

夕

日

と

黒

パ

ン

中

井

三

好

持

城

の

肱

び

と

松

本

消

張

浅
H

早
エ
ノ
ケ
ン

一
座
の
嵐
（
江
戸

川
札
歩
賞
受
賞
作
）
長
坂
究
伴

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
暗
殺
落
合
信
彦

町
剣

客

商

売

浮

沈

池

波

正

太

郎

立

身

出

世

堀

和

久

、

．

｝

I

1

1

2

側
と
信一
z
次

秘

世

判
t
N
f刊

一
人

斬

り

剣

輿

俄

津

本

陽

岬
あ
の
ポ
プ
ラ
の
上
が
杢

三
浦
綾
子

図
書
館
ヘ
ょ
う
こ
そ
f

れ
ん
げ
読
書
会

日
時

午 12
後月
1 l 3 
II.): 1::1 

30 （ぷ）
うT

十If:
「セ
ギiン

福1・タ
村どl

~＝tt 」 茶

村 j主
J:!li 3.0. 
了

会
場

テ
キ
ス
ト

－｝ど
も
手
作
り
教
室

ー
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う
｜

日
時

ハ 図午 12
サ 書 後 月

館 1 16 
を児時日
使童 30U:l 
え室分
る 1
了. 3 

II寺

対会
象場

え
る
ふ
の
会

ロ
月
初
日
附

午
後
l
時
初
分
1

図
書
館
児
童
室

－
平
成
一
冗
年

η月
号

日
時

会
場

＠ 



身近な出来事や話題を待っています。（ft83ー1100）へ。あなたの周りの広報係、では，News&Topics 
快
音
巳

御
室
戸

八
ノヨ

は

グ 央
;? 

み

し

hF

見
事
怠
紅
葉
に
う
っ
と
り

神

秘

の

－
ま
ち
の
う
ご
き

⑪

あ

い
き
れ
い
や
あ

ー
観
光
ふ
れ
あ
い
パ
ス
教
室
｜

問
の
名
勝
や
史
跡
を
回
る
観
光

ふ
れ
あ
い
パ
ス
教
宅
が
、
十
月
二

卜
八

H
・
二
十
九

H
の
向

H
行
わ

れ
、
二
日
間
で
定
以
い

っ
ぱ
い
の

二
行
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

A
I
凶
、
棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン

ド
か
ら
、
紅
葉
以

っ
帰
り
の
川
崎
通

叫
、
北
一
メ
を
山
仰
れ
た
皆
さ
ん
は
、

「あ
い
、
き
れ
い
ゃ
ん
」
を
連
発
。

お
仕
に
は
イ
ワ
ナ
の
山
中
焼
き
や
ナ

メ
コ
汁
に
舌
鼓
を
打
つ
な
ど
、
「
糾

H
の
秋
」
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

現

わ

る

信一爪

み

カ、

め

て

朝
日
小
川
ダ
ム
た
ん
水
開
始

で
す
が
、
そ
の
却
ト人
な
最
観
か
ら

今
後
、
町
の
新
し
い
観
光
名
所
の

一
つ
に
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

米
年
完
成
が
千
定
さ
れ
て
い
る

県
常
例
日
小
川
ダ
ム
に
水
を
貯
め

る

「
た
ん
水
式
」
が

1
川
三
l
l
H

行
わ
れ
、
小
川
の
上
流
に
深
い
エ

メ
ラ
ル
ド
ク
リ
ー
ン

の
湖
山
が
安
を
説
わ

し
ま
し
た
。

こ
の
朗
日
小
川
ダ

ム
は
、
沿
い
氷
調
節
や

発
一屯
な
ど
を
行
う
多

目
的
ダ
ム
と
し
て
建

設
さ
れ
て
い
る
も
の

4

『か
つ
て
の
道
路
が
水
の
中
ヘ

hF

焼
ソ
パ
・
焼
と
り
コ
ー
ナ
ー
も
／

ち
つ
き
や
獅
子
舞
い
を
は
じ
め
、

芸
者
殺
の
あ
で
や
か
な
純
踊
も
披

山
附
さ
れ
た
ほ
か
、

f
供
広
場
や
大

鍋
、
屋
台
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ

る
な
ど
、
町
内
は
お
ま
つ
り
ム
ー

ド
が
い
っ
ぱ
い
。

に
ぎ
や
か
に
お

も
か
げ
の
復
活
を
悦
い
ま
し
た
。

風

に

負

け
る
な

｜
宮
崎
小
で
た
こ
上
げ
集
会
｜

向
作
の
タ
コ
を
犬
歪
高
く
上
げ

よ
う
と
、
十
一
月
四
日
、
宮
崎
小

学
校
の
子
供
た
ち
が
、
海
岸
で
タ

コ
上
げ
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
き
わ
や
か
な
潮
風

が
吹
く
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。

子
供
た
ち
が
汁
純
込
め
て
作
っ
た

連
だ
こ
や
立
体
だ
こ
は
、
風
を
と

ら
え
見
事
に
持
い
上
が
り
ま
し
た
。

婦

人

。コ

今
や
、
ゴ
ル
フ
は
み
ん
な
の
ス

ポ
ー
ツ
。
教
育
委
員
会
が
十
月
二

十
三
日
か
ら
十
回
コ
ー
ス
で
開
催

し
た
婦
人
ゴ
ル
フ
教
室
に
は
、
最

近
の
ゴ
ル
フ
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て

か
、
二
卜
代
か
ら
a
ハ
l
代
ま
で
の

女
性
三
ト
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

秋
吋
れ
の
十
月
二
十
三
日
、
日

山
県
身
体
的
符
布
川
祉
協
会
の
山

山
歩
行
訓
練
が
判
日
町
の
城
山
で

行
わ
れ
ま
し
た

b

こ
の
り
は
県
内
岳
地
か
ら
、

H
化

i

や
ザ
の
一
小
’
U
山
な
打
々
約
－h
k
卜

人
が
参
加
。
午
リ
川

l
時
二
十
分
に

身
障
者
山
岳
歩
行
訓
練

凶
道
八
号
線
白
崎
地
内
の
ド
ラ
イ

ブ
イ
ン
を
出
発
し
た

一
行
は
、
秋

の
や
わ
ら
か
な
日
差
し
を
浴
び
な

が
ら

一
歩

一
宇
か
み
し
め
る
よ
う

に
、
仰
い
け
川
二
行
間
卜
八

・
八
メ
ー

ト
ル
の
峨
山
山
川
を

U
指
し
て
歩

き
ま
し
た
む

hFたこ糸の手ごだえも十分

a，こやかに
水i:h孝介長会： J令荻 境

;J<.向（建長見知成中 町

松下 茂長女 ｛憂 末広間

成熊忠司長女 tt1,、チ殿 日汀

1；付出7:1；.義長久！作理恵舟川新

千i+Iニj；雄長女秋偲下 型j

一 人目の誕生

おめでとうございます二
飯野｜ l’i 二女同i安荒川二丁目

おし窃ねtきに
竹谷 i愛範 宮 I~奇

l 1-i；－谷素英 上道 下

｛折谷 斎 笹ー ｝｜｜ 

中村慶寸こ 制JI 型f

｛竹内浩二 笹ー Jll 

川 i~！（i一二美 下 型f
｛高l:FI 淳 西＝浦町

阪：（｛－美総下 入普・町

j 若林 千111ま 四T
l小林奈美 東京都

（級点純一 西 町

｛ 杉本 ，；ムチ 黒部市

片i・-1'；和l彦 松 iお問

田上ひとみ 富 山 11i

大十l千flo& 沼 保

川l込書美忠 千葉県

水仏英雄 ,)p.、 JI I 

笠原こずえ ,fj; JI I 

［折谷昭彦： 一一l品・ト・← ~f 

l折谷京チ 栄 Rrr 
｛ 名山！.£枠組 辻 岩 崎

l 鍛if;n.由美 桜 i町

( d長HI 久之 三 枚 橋

l’k U:l 英首 入普町

ごめい忍〈を
水島 普 ｛乍（82) 境

水品マツイ (58) 』覚

ロ 右 ン ／ (87) '1.与 崎

ftr: 凶 長太 （92) '12; 曲奇

青山定綾 （69） 神旧町

上出j’ し で （前 ） lや l町
.:;tJ；附 秋 －｛－ ( 66） 束草壁T
長井敏 Mt (85） 函 町

JI I 合は な （90） 松 i寿町

広川のぶf ( 81） 荒川五丁目

佐渡 1¥ご松 （84） 赤 JI I 

大 蔵栄作 （74) ;J;J 入

山 ぷ政商 （75) ii；岩 崎

藤 ｜迦つや （88) Ji十川新

治
安

の
維
持
に
三
十
三
年

ー
湯
島
さ
ん
勲
五
等
寂
光
旭
日
章
｜

「
文
化
の
日
」
の
十

一
月
三
日
、

駄
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
神
田
町

の
湯
島
力
太
郎
さ
ん
（
七
十
四
歳
）

が
、
勲
五
等
双
光
州
地
円
・挙
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
の

渇
舟
さ
ん
は
、
昭
和
十
一
年
に

福
山
県
巡
査
を
持
命
以
来
、
昭
和

凶
十
．4
年
に
高
山
署
長
を
故
後
に

退
職
さ
れ
る
ま
で
、

三
十
三
年
の

長
き
に
わ
た
り
治
安
紺
持
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

ン

自
給
自
足
の

味

jレ

フ

。｜
｜
大
家
庄
小
で
収
穫
祭
ー
ー

お

も

et・ 

よ

み

が

え
る

力、
｜
｜
お
も
か
げ
ゾ
l
ン
で
神
固
ま
つ
り

l
l

げ
を
と
ど
め
て

い
る
街
。
そ
こ
に

昔
の
情
祁
を
よ
み
が
え
、
り
せ
よ
う

と
、
町
が
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
半
業
と
し
て

工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
町
内
の
百
九
十
九
メ

ー
ト
ル
の
道
路
は
磁
石
タ
イ
ル
と

自
然
石
の
石
畳
と

な
り
、
ま
た
街
灯

も
和
風
の
も
の
に

変
え
ら
れ
る
主
ど
、

情
緒
た

っ
ぷ
り
の

「
お
も
か
げ
ゾ
ー

ン
」
が
けん
事
に
完

成
、
今
凶
め
ま
つ

り
と
な
リ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
も

神
田
町
の
「
お
も
か
げ
ゾ

l
ン」

が
完
成
し
た
の
を
祝
い
、
十
一
月

三
日
、
神
田
町
の
町
内
会
の
皆
さ

ん
の
千
に
よ
る

「神
田
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

神
田
町
は
、
か
つ
て
の
お
も
か

4
お
も
か
げ
し
の
び
多
く
の
人
ガ
・
・

0

－
平
成
元
年
口
月
号

⑪



む
か
し
、
生
地
の
浜
に
「
魚
う
り
の
与
助
」

と
い
う
男
が
お

っ
て
、
毎
日
毎
日
、
天
び
ん
怖

を
府
に
か
つ
い
で
大
家
庄
の
村
へ
魚
を
売
り
に

米
た
も
ん
じ
ゃ
と
い
。
暗
い
う
ち
に
起
き
て
米

て
も
大
家
出
へ
府
く
こ
ろ
あ
、
点
の
万
の
宅
が

明
る
な
っ
と
っ
た
も
ん
や
と
。

大
家
庄
へ
行
く
途
中
に
や
、
む
か
し
ゃ
あ
ち

こ
ち
に
林
が
あ

っ
て
、
そ
ん
中
に
お
る
お
三
狐

と
い
う
年
よ
り
の
狐
に
、
与
助
は
、
ょ
う
だ
ま

さ
れ
て
魚
を
と
ら
れ
と
っ
た
そ
、
7
な
。

あ
る
日
、
与
助
が
林
に
さ
し
か
か
る
と
来
の

じ
よ
う
、
狐
が
木
の
陰
で
こ
そ
こ
そ
と
動
い
と
っ

た
が
じ
ゃ
と
。
「
お
三
狙
ゃ
な
。
今
日
こ
そ
あ
、

だ
ま
さ
れ
ん
ぞ
L

と
、
与
助
が
草
む
ら
を
注
意

m肩m表Lia
今月のモデル協力者

。渡辺あゆみさん（21)

り朝円削J境

。若き Hグ〉思い1111に
し
て
見
て
お
る
と
、
狐
は
柴
の
葉
を
ヒ
ョ
イ
と

顕
に
の
せ
、
パ
ツ
と
美
し
い
若
物
姿
の
娘
に
化

け
て
、
す
る
す
る
と
歩
い
て
行
っ
た
が
や
と
。

「
ち
き
し
ょ
、
7
め
。
娘
に
化
け
て
誰
を
だ
ま
す

つ
も
り
じ
ゃ
ろ
」
と
、
そ
う
っ
と
あ
と
を
つ
け

絵と文・…..r般の本グループ」の紙1:・届から

て
い
く
と
、
娘
は
道
に
し
ゃ
が
ん
で
、
ふ
と
こ

ろ
か
ら
重
和
を
出
し
、
馬
の
ク
ソ
を
拾
っ
て
は

箱
に
入
れ
と
る
が
や
と
。
そ
し
て
そ
の
箱
を
風

品
敷
に
包
ん
で
、
ま
た
ど
ん
ど
ん
歩
い
て
行
く

が
や
と
。

「
大
変
じ
ゃ
。
ど
こ
へ
持
っ
て
行
く

が
や
ろ
」
。
あ
と
を
つ
け
て
い
く
と
、
娘
は
小

さ
な
寺
へ
ス
｜

ヅ
と
入
っ
て
い
っ
た
が
や
と
。

与
助
は
、
門
の
前
に
魚
の
か
ご
を
お
ろ
し
て
つ

い
て
い
く
と
、
娘
は
「
お
早
ょ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

茂
平
の
娘
で
す
が
、
父
ち
ゃ
ん
の
命
日
な
が
で

お
は
ぎ
を
持
っ
て
来
ま
し
た
」
と
、
与
の
輿
さ

ん
に
童
相
を
渡
し
た
が
い
と
。
「
ま
あ
ま
あ
、

制
早
く
か
ら
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
。
う
れ
し
そ

う
に
’
奥
さ
ん
が
家
の
奥
へ
行
こ
う
と
す
る
が
を

見
た
与
助
は
、

「奥
さ
ん
、
奥
さ
ん
、
そ
の
娘
は

狐
で
、
百
一
利
の
中
は
お
は
ぎ
じ
ゃ
な
く
、
馬
の

ク
ソ
で
す
よ
。
あ
ん
た
は
だ
ま
さ
れ
て
お
い
で

じ
ゃ
」
と
大
同
を
出
し
て
飛
び
出
し
た
が
い
と
。

す
る
と
’
拠
さ
ん
と
娘
は

「
オ
ホ
ホ
ホ
」
、
「
ア
ハ

ハ
ハ

」
と
笑
い
こ
け
て
、
「
与
助
さ
ん
、
化
か
さ

れ
て
い
る
の
は
お
前
さ
ん
だ
よ
」
と
言
う
と、

お
守
も
ろ
と
も
パ

ッ
と
消
え
て
し
も
う
た
が
じ

ゃ
と
。

「
し
も
た
ノ

ま

た
や
ら
れ
た
」。
与
助
は

あ
わ
て
て
魚
の
お
け
を
見
に
行
く
と
、
魚
は
一

匹
残
ら
ず
な
く
な
っ
て
し
も
と
っ
た
が
や
と
い
。

今
日
も
ま
た
、
与
助
が
お
三
弧
に
ま
ん
ま
と

化
か
さ
れ
て
し
も
う
た
と
い
う
話
じ
ゃ
。

今月の撮影場所
今色lの掛i影場所は，広域民

道（スーパー農道）の「新川

小川橋」です。

この怖は，小川め河円から

5.5キロメー トル上流の殿町と

高畠地内を結ぶ地点にかけら

れたもので．長さ 127メー トル．

悩10.45メートル，J',・JRIJに申Iii2 

メー トルの少迫がついている

はか，11（道部分には町の怖で

は初めての消古銭iiそがつけら

れています。

この新.II I小川稲， 一般への

供用は，米年半lまになる下1-E

です。

E・E・－・－・監置圃園

－
平
成
元
年
口
月
号

⑪

V
は
や
い
も
の
で
今
年
も
残
す
と

こ
ろ
、
あ
と
ひ
と
月
。
容
に
広
報

を
机
当
し
て
以
米
、
締
め
切
り
に

追
わ
れ
る
こ
と
八
凪
。
社
会
に
出

て
か
ら
こ
れ
ほ
ど
川

U
の
経
過
を

H
十
〈
感
じ
た
年
は
な
か

っ
た
よ
う

な
試
が
し
ま
す
。
V
「
町
民
の
押
さ

ん
に
作
た
れ
る
い
仏
鰍
紙
作
り
を
」

と
思
い
な
が
ら
も
、

い
か
ん
せ
ん

力
不
足
。
思
い
ど
お
り
の
紙
面
が

な
か
な
か
作
れ
ま
せ
ん
。
「
こ
の
写

真
を
も
う
少
し
大
き
く
し
て
・
・
・
」
、

「
こ
の
ぺ

l
ジ
は
こ
う
い
う
ふ
う

に
し
た
方
が
・・
・」
な
ど
と
思
い
な

が
ら
も
、
次
の
号
に
追
い
か
け
ら

れ
、
つ
い
つ
い
先
送
り
に
・
・
。

ど

う
も
の
走
り
な
が
ら
考
え
る
H

と

い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
足
り
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。

V
広
報
は
、

。
町
民
の
杵
さ
ん
が
主
役
H

と
は

い
え
、
当
然
そ
の
演
出
め
方
法
や

参
加
し
や
す
い
非
開
討
作
り
が
大

切
な
の
は
、

－古
う
ま
で
も
な
い
こ

と
で
す
。
新
し
い
年
に
向
か
い
、

も

っ
と
も
っ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

峨
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

1) 計 18.212(-4）世帯数 5.12~ （+ 12) 男 8.575(-3）女 9.637（一〔11月の人口〕


